
避難行動の種類（安全確保行動）

避難情報について

ポイント
①「立ち退き避難」は、指定緊急避難場所に移動することが原則です。
②指定緊急避難場所へ移動することがかえって命に危険な場合には、「緊急的な避難」をとってください。
③外出することすら危険な場合には、「屋内での安全確保措置」をとってください。
④災害により、すぐに自宅へ戻れない場合は、指定避難所へ移動します。
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指定緊急避難場所へ移動する
ことがかえって命が危険 
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避難準備・高齢者等避難開始
および避難勧告・避難指示（緊急）
が発令 

いいえ（移動の途中に危険な場所はありません）

・指定緊急避難場所ではないが一時的な待避

・浸水の場合には、より高い安全な場所へ（２階または屋上）
・台風など風の強い場合は、窓のそばから離れる

・すでに浸水が始まっており危険な場合
・台風など風が強くなっており外出が危険な場合

④
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定
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① 指定緊急避難場所 

② 緊急的な待避場所

屋内での安全確保措置

命を守るための避難

はい（かえって危険です）

③ 屋内でもより安全な場所

避難情報の違いを知っておきましょう 
テレビ・ラジオ・広報車・防災行政無線・ぴーちゃんねっと等を通じて町が出す避難情報には、状況によって違いがあります。

※自主避難：災害の危険が迫っていると自ら判断した場合の避難となります。早めの避難を心がけましょう。 
　　　　　 必要に応じて地域の避難所などに、避難してください。
　　　　　 避難中の食事や生活必需品は、ご自分で用意してください。
　　　　　 町では、各家庭で家族の3日分程度の物資の備蓄を推奨しています。 

情報の種類危険度 発令時の状況 住民に求められる行動

避難準備・
高齢者等避難開始

●避難をするのに時間のかかる避難行動要支援者は、避難を
始めなければならない状況です。
●人的被害が発生するおそれが高まっている状況です。
●台風や大雨等が夜間に接近・通過することが予想される場
合等に発令します。

●今後の気象状況に注意を払い、避難の必要につ
いて考えてください。

●高齢者、病人、障がい者などの方は支援者ととも
に安全な場所へ早めの避難を始めてください。

●非常時持出品を用意するなどいつでも避難でき
るように準備してください。

避難勧告

●通常の避難ができる方についても、避難を始めなければな
らない状況です。
●人的被害が発生するおそれがさらに高まっている状況です。
●「土砂災害警戒情報」もしくは、「記録的短時間大雨情報」が
発表された場合や土砂災害前兆現象が発見された場合、及
び、河川水位が氾濫危険水位に達した場合や氾濫注意水位、
避難判断水位を超過した状態で、氾濫危険水位を超えるお
それが極めて高い状況にある場合に発令します。

●できるだけ早く安全な場所に立ち退き避難をし
てください。（指定緊急避難場所や親族宅など災
害のおそれのない安全な場所）

●立ち退き避難は、かえって命に危険を及ぼしかね
ないと自ら判断する場合には、少しでも命が助
かる可能性の高い避難行動として「屋内安全確
保」をしてください。

避難指示
（緊 急）

●避難中の方は確実に避難を完了してください。
●いまだに避難していない方はただちに安全な場
所へ避難を始めてください。

●立ち退き避難は、かえって命に危険を及ぼしかね
ないと自ら判断する場合には、少しでも命が助
かる可能性の高い避難行動として「屋内安全確
保」をしてください。

●災害の前兆現象の発生や切迫した状況から、人的被害が発
生するおそれが非常に高まっている状況、または実際に人
的被害が発生した状況です。
●近隣で土砂災害及び洪水被害の発生を確認した場合や、河
川水位が堤防天端高に到達するおそれが高い場合や堤防
決壊のおそれが高い場合、また、避難が十分でなく、再度の
立ち退き避難を警告する場合等に発令します。

低
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大雨や強風はわたしたちに何度も大きな被害をもたらしています。 
ふだんから気象情報に十分注意し、避難の際もみんなで協力しましょう。

大雨情報をキャッチ！
こんなときのわが家の安全対策。

大雨により被害が発生する
おそれがあると予想される
場合。 

大雨により重大な災害が
発生するおそれがあると
予想される場合。  

数十年に一度の大雨となる
おそれが大きい場合。 

雨の強さと降り方

風の強さと吹き方

10以上～15未満
やや強い風 強 い 風 非常に強い風 猛烈な風

15以上～20未満 2 0以上～3 0未満 3 0 以 上

台 風
大きさ 風速15m/s以上の半径

大型（大きい）

超大型（非常に大きい）

500km以上800km未満

800km以上

強い
非常に強い
猛烈な

33m／s以上44m／s未満
44m／s以上54m／s未満
54m／s以上

集中豪雨
●集中豪雨は、限られた地域に、突発的に短時間に集中して降る豪雨で、梅雨の終わりごろによく発生します。 
●発生の予測は非常に困難で、中小河川の氾濫、土砂崩れ、がけ崩れなどによる大きな被害をもたらすことがありますので、
　気象情報に十分注意し、万全の対策をとることが必要です。 

強さ 最大風速

●ラジオやテレビなどの気象情報に注意する。
●町や防災関係機関の情報をよく聞いておく。 
●停電に備え懐中電灯や携帯ラジオを用意する。
●非常持出品を準備しておく。 
※上記、「雨の強さと降り方」および「風の強さと吹き方」のイラストは、気象庁提供。 

●早く帰宅し、家族と連絡を取り、非常時に備える。 
●飲料水や食料を３日分確保しておく。 
●浸水に備えて家財道具は高い場所へ移動する。
●危険な地域では、いつでも避難できるように準備をする。  

（1時間雨量：mm）

（平均風速：m／秒）

上 記 以 外 に「 記 録 的 短 時 間 大 雨 情 報 」が あ り ま す 。（ １ 時 間 雨 量 が １０ ０ ｍ ｍ 以 上 ）
「 特 別 警 報 が 発 表 さ れ な い 」は「 災 害 が 発 生 し な い 」で は あ り ま せ ん 。
これまでどおり注 意 報 、警 報 、その 他の気 象情 報を活用し 、早 めの 行動をとることが大 切です 。

風水害対策

・ 降雨量が警報基準を大きく
　超えるような大雨 

正確

大雨注意報強風注意報・暴風警報 大雨警報 大雨特別警報
強風注意報：
平均風速が陸上が１０ｍ/s、
海上が１５ｍ/ｓと予想される場合
暴風警報：
平均風速が陸上が１６ｍ/ｓ、 
海上が２０ｍ/ｓと予想される場合

●日本には毎年多数の台風が接近
　あるいは上陸し、たびたび大きな
　被害をもたらします。
　台風の接近が予想される際は、台
　風情報に十分注意し、被害のない
　ように備えることが必要です。 

風に向かって歩きにくくなる。
傘がさせない。 

風に向かって歩けない。
転倒する人も
いる。 
高所での作業
はきわめて危
険。

何かにつかまっていないと立って
いられない。
飛来物によっ
て負傷するお
それがある。 

立っていられない。
屋外での行動
は危険。 
樹木が倒れる。

１０ 以 上 ～２０ 未 満
やや強い雨 強 い 雨 激 し い 雨 非常に激しい雨 猛烈な雨 

２０ 以 上 ～３０ 未 満 ３０ 以 上 ～ ５０ 未 満 ５０ 以 上 ～ ８０ 未 満 ８ ０ 以 上
地面一面に水たまりができる。 地面一面に水たまりができる。 道路が川のようになる。 水しぶきであたり一面が白っ

ぽくなり、視界が悪くなる。
水しぶきであたり一面が白っ
ぽくなり、視界が悪くなる。

地面からの
跳ね返りで
足元がぬれる 傘をさしていてもぬれる 傘をさしていてもぬれる

地面からの
跳ね返りで
足元がぬれる 傘をさしていてもぬれる 傘をさしていてもぬれる 傘は全く役に立たなくなる傘は全く役に立たなくなる傘は全く役に立たなくなる傘は全く役に立たなくなる
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